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【要約】

本研究では、小学6年生児童30名を対象に、

低強度・低負荷で実施可能な、グループで行う

一過性の情報系運動課題の実践により、運動の

実施前後における心理面への影響について明ら

かにすることを目的に、効果検証を行った。結

果として、運動の実施後における“緊張”、“抑

うつ”、“怒り”、“疲労”、“混乱”、“活気”など、

6項目全てにおいて有意差が確認された。これ

により、小学 6年生児童を対象とした、グルー

プで実践する情報系運動課題の、心理面への効

果が示唆された。

１.　緒言

ウィズ・ポストコロナ時代と言われる昨今、

コロナ禍で失った子どもたちの身体活動をいか

にして取り戻すのか、講じる策や具体的な取り

組みの是非が注目を集めている。「体力・運動

能力の低下」、「肥満や生活習慣病の増加」、「ス

トレス過多」。現代の子どもたちを取り巻く様々

な問題が叫ばれるなかで、“疲労回復”や“活

気の向上”など、心理面におけるリフレッシュ

効果が得られる運動が求められる時代となって

いる。

近年、軽度一過性の情報系・運動課題による

心理面への効果（満石ら， 2018）、並びに生理

面への効果（泉原ら， 2020）が明らかにされて

いる。対象は大学生男女、あるいは大学生アス

リートではあるものの、いずれも高い効果が確

認されている。

また、小学生児童を対象に行った実践検証と

しては、リズム系の運動課題を短期間行い、生

理的な効果を検証した事例（泉原ら，2022）や、

同じく小学生児童を対象に、一過性の情報系運

動課題を作成し、お手玉を用いた課題を実践し

たグループと、スカーフを用いた課題を実践し

たグループとの比較検証を、心理的な観点から

追究した研究（泉原・乾ら， 2022）などが挙げ

られ、心理面及び生理面における効果が、少し

ずつ見えはじめている。

いずれの研究事例も、小学生児童が一人（ソ

ロ）で行う内容であるが、その一方で、旧東ド
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イツに端を発する情報系運動（コーディネー

ショントレーニング）の実践法としては、一人

（ソロ）で実践する運動はもちろんのこと、二

人（ペア）で、あるいは複数人（グループ）で

行う課題など、実践条件は多岐にわたり、それ

ぞれの課題ごとにバリエーションに富んだ運動

が構築されている。こうしたことからも、グ

ループで取り組む情報系運動の効果を明らかに

することは、急務かつ必須課題であると言えよ

う。

そこで本研究では、心理面及び生理面への効

果が見え始めている、情報系運動課題（コー

ディネーション運動）のなかでも、“グループ

で行う運動課題の効果”という視点から、小学

６年生児童の心理面に与える影響について明ら

かにする。

２.　目的

本研究では、グループで行う一過性の情報系

運動課題（コーディネーション運動プログラム）

が、小学6年生児童の心理的反応に及ぼす影響

について、「一時的気分尺度（TSM）」を用いた

検証を行う。

心理指標を用いた検証は、様々な世代を対象

とする化学的研究において広く導入されてお

り、本研究においては、徳田（2011）による妥

当性が確認済みである一時的気分尺度（TSM）

を用いて分析を実施し、グループで行う一過性

の情報系運動課題による心理面への効果につい

て、検証していくことにする。

３.　方法

３.１　研究参加者

研究参加者は、福岡県内 X 小学校の6年生児

童（30名）であった。

本研究の実施内容等に関しては、予め保護者

への書面による説明を行ったうえで、研究の実

施内容に同意が得られた児童生徒のみを対象

に、体育授業の冒頭約15分において、情報系運

動課題の実践及び心理面の測定を行った。

３.２　運動課題の内容

複数人（グループ）で行う情報系の運動課題

を遂行するにあたり、先行研究（満石ら， 2018 / 

泉原ら， 2020）と同様に、コーディネーション

トレーニングの実践ポイント（Hartmann, et al. 

2011 / 泉原 , 2020）にならい、「内容を次々に変

化させる」、「難度を様々に変える」、「簡単なも

のから難しいものへ、少しずつ難度を上げてい

く」などのポイントを踏襲し、泉原が作成した

グループで実践するコーディネーション課題

（泉原 , 2020）を参考に、一過性運動課題を作

成した（表１参照）。

 

３.３　心理指標

 前述のとおり、心理指標には、①「気分変

化を敏感にとらえることができる」。②「項目

数が少ないため実験参加者の負担を軽減するこ

とができる」などの理由により、一時的気分尺

度 TSM（徳田， 2011）を用いた。

この尺度は、“緊張”、“抑うつ”、“怒り”、“疲

労”、“混乱”、“活気”の６つの因子（各因子に

つきそれぞれ３項目、計18項目）で構成されて

いる。

本研究では、運動の実践前、運動の実践後に、

「まったくそう思わない（1）」、「あまりそう思

わない（2）」、「どちらでもない（3）」、「少しそ

う思う（4）」、「とてもそう思う（5）」の５件法

で、質問紙に回答を求めた。

３.４　手続き

本研究における検証に際しては、参加者であ

る児童生徒に対して、体育授業前に一連の実施

内容の説明を行い、その後、口頭による同意を
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得て、一時的気分尺度（TSM）を行うことで開

始された。検証実践の参加者は、グループで行

う運動を10分間実施後、2分間の安静状態を保っ

た後、一時的気分尺度（TSM）に再び記入を行

い、検証を終了した。

※本検証は、小学校の1時間目（8:55-9:35）の

冒頭15分のタイミングで実施した。

３.５　倫理的配慮

本研究は、倫理的配慮として、福岡大学倫理

委員会の倫理承認（承認番号：14-01-03）に基

づき、実験・測定を実施した。測定に際しては、

学校長および保護者による測定協力への同意を

得た上で、測定を開始した。その際、研究目的

および内容を明示したうえで、測定への参加が

任意であること、また個人情報の厳守、及び測

定実施者への連絡先を提示し、理解を求めた。

以上の手続きの後、インフォームドコンセント

において測定協力への同意が得られた参加者

は、一時的気分尺度への回答および運動課題の

実践等を行った。

３.６　分析方法

心理指標である TSM は、因子（緊張、抑うつ、

怒り、混乱、疲労、活気）ごとに、運動課題実

践の前後の各 TSM 因子の平均値を従属変数、

グループで行う情報系運動課題の前後を独立変

数として、対応のある t 検定を実施した。

４.　結果

図１〜６は、一過性情報系グループ運動課題

を行う前後における、“緊張”、“抑うつ”、“怒り”、

“疲労”、“混乱”、“活気”など、6項目に及ぶ各

気分の変化を示している。

対応のある t 検定を行ったところ、運動の実

施前と比べ、運動の実施後において、“緊張”

［t(29) ＝2.414, p<.05］、“抑うつ”［t(29) ＝3.383, 

p<.01］、“怒り”［t(29) ＝3.354, p<.01］、“疲労”

［t(29) ＝4.061, p<.000］、“混乱”［t(29) ＝4.981, 

p<.000］の項目の気分尺度が有意に減少し、ま

た“活気”［t(29) ＝ -5.713, p<.000］に関しても

有意な向上が確認された（表8）。

＜表１. グループで行う一過性運動課題＞
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本研究で実施した小学生を対象とした実践検

証により、低強度かつ低負荷で行うことのでき

るグループで行う情報系運動課題プログラム

が、大学生年代のアスリート（泉原ら， 2020）

のみならず、小学6年生児童を対象にした場合

においても、疲労あるいはストレス面を短時間

で軽減する効果があることが示唆された。

５.　考察及びまとめ

本研究では、小学校の体育授業の際、冒頭の

＜図１. TSM 因子 【緊張】 レベル＞

＜図２. TSM 因子 【抑うつ】 レベル＞

＜図３. TSM 因子 【怒り】 レベル＞

＜図４. TSM 因子 【混乱】 レベル＞

＜図５. TSM 因子 【疲労】 レベル＞

＜図６. TSM 因子 【活気】 レベル＞
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10〜15分間程度のウォーミングアップ等で有効

活用されることを目的に、複数人のグループで

行う一過性のコーディネーション運動課題が、

運動実施後の心理的反応に及ぼす影響につい

て、その効果を追究した。

運動課題の実施前と実施後での比較におい

て、心理指標である TSM の各因子ごとに、い

ずれの項目において有意差が確認され、さらに

効果量（Cohen, 1988,1992）に関しては、“緊張”

では中程度の効果量が、さらには“抑うつ”、“怒

り”、“混乱”及び“活気”の項目においては、

高程度の効果量という結果が示された。

大学生年代を対象とした、グループで行う情

報系運動課題の効果を報告した先行研究（泉原

ら， 2017）では、 “混乱”、“疲労”、“活気”の３

項目で有意な心理的効果が確認されていた一方

で、高程度の効果量が確認されたのは、“活気”

の１項目のみであり、グループで行う運動課題

の主観的な気分の変化（心理面）への効果とい

う意味では、小学生年代を対象とした場合に、

より高い効果が得られる可能性が示唆された。

一人（ソロ）で行うコーディネーション運動

課題との効果の対比という点に関して言えば、

“できない”あるいは“できそうでできない”

フェーズを繰り返す際に生じてしまう落胆や悔

しさといったネガティブな感情を一人で抱える

のではなく、失敗時の負の感情を班のメンバー

同士で共有することで、負の感情の負担分散へ

と繋がったこと、さらには課題成功時の嬉しさ

や喜び等をグループ全員でシェアすることで、

ポジティブな感情がシナジー的に増幅されたこ

とで、良い結果へと繋がった一因と考えられ

る。

尚、本研究では、グループで行う短時間の情

報系運動のなかでも、ボールやお手玉を使用し

た、いわゆるグレーディング系（分化能力）を

中核とする『運動操作能力』を高める運動課題

の効果を追求したが、コーディネーション能力

の構造のもう一つの柱である、『適応・変換能力』

（Zimmermann & Blume, 2004）を主軸とした場

合の、「鬼ごっこ系」や「リズム感覚を刺激す

る内容」、あるいは「なわとび系の運動」や「リ

アクション系運動」の効果についても、明らか

にする必要があろう。

本研究では、グループで行う情報系運動課題

の効果を追究したが、種々の情報系運動課題の

効果全般に関しても、一過性の検証はもちろん

のこと、中・長期間にわたる実践の継続的な効

果について、今後明らかにしていきたい。
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